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7.11 生態系 

7.11.1 調査概要 

生態系については、地域を特徴づける生態系に関し、上位性（生態系の上位に位置す

る性質）、典型性（地域の生態系の特徴を典型的に現す性質）、特殊性（特殊な環境であ

ることを示す指標となる性質）の視点から動植物等の分布及び生態調査を実施した。 

生態系調査概要は、表 7-11-1 に示すとおりである。 

 

表 7-11-1 生態系調査概要 

調査項目 上位性、典型性、特殊性 

調査方法 「7.9 動物」、「7.10 植物」に示す調査方法 

調査期間 「7.9 動物」、「7.10 植物」に示す調査期間 

調査位置 「7.9 動物」、「7.10 植物」に示す調査位置 

 

調査手順は以下に示すとおりである。 

① 地域生態系における動植物その他自然環境に係わる概況の把握。 

② 非生物環境及び現存植生から基盤環境を区分。 

③ 各基盤環境における主な生物種を整理。 

④ 生物種の相互関係を食物連鎖模式図化。 

⑤ 上位性、典型性、特殊性の視点から注目種を抽出。 

 

7.11.2 調査結果 

（1）動植物その他の自然環境に係る概況 

事業計画地の主な自然環境等は表 7-11-2 に示すとおりである。 

 

表 7-11-2 事業計画地周辺の主な自然環境等 

項  目 主な自然環境等 

地形 中起伏山地 

表層地質 安山岩質岩石 

土壌 褐色森林土壌 

動物 ｢7.9 動物｣の項参照 

植物 ｢7.10 植物｣の項参照 

 

（2）地域を特徴づける生態系の基盤環境及び主な生物種 

動物調査範囲内における基盤環境は確認された動植物の生態及び分布を考慮すると地

形と植物の項目で明記した現存植生が主な基盤区分になっていると考えられるため、山

地－樹林、農耕地・草地、水域、その他（造成地、住宅地、道路等）の 4 区分にした。 

各基盤環境の特徴、その基盤環境の区分図、各基盤環境における生物種及び食物連鎖

図については、それぞれ表 7-11-3、図 7-11-1、表 7-11-4 及び図 7-11-2 に示した。 
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表 7-11-3 各基盤環境における特徴 

基盤環境 特徴 

山地－樹林 

動植物調査範囲内では最も多く分布し、確認された生物種の多くが

生息、生育している環境である。植生ではコバノミツバツツジ－アカ

マツ群落、アベマキ－コナラ群落、スギ・ヒノキ植林地が大部分を占

めている。これらの樹林はいずれも自然林を伐採した後に成立した二

次林であり、事業計画地及びその周辺を代表する樹林である。 

農耕地・草地 

動植物調査範囲内では北東側の赤羽根地区、南西側の桧山地区の農

耕地、処分場の法面及び道路法面の人工草地等を含む環境である。主

な生物種は水田等の農耕地においてアマガエル、シュレーゲルアオガ

エル、セリ、コナギ、草地においてホオジロ、トノサマバッタ、スス

キ、メドハギ等が挙げられる。当該環境は樹林に囲まれた谷部にパッ

チ状に認められる草本類を中心とした環境であり、周辺の樹林とは異

なる種組成を示すことから、事業計画地及びその周辺における種の多

様性を育む環境である。 

水域 

動植物調査範囲内では処分場の調整池、谷部の小河川等が主な環境

である。当該環境は小面積で水深は浅く、流量も少ないことから、生

息種は少なく、タカハヤ、カワムツ等の魚類、カゲロウ類、トビケラ

類等の水生昆虫等が少数生息している。 

その他 

動植物調査範囲内では処分場の造成地、住宅地、道路等を含む環境

であり、処分場の造成地が大部分を占める。造成地は裸地化された環

境であり、生物の生息が困難な環境である。ただし、周辺の樹林とは

遮断されてなく、開けた環境であることから、移動能力の高い哺乳類、

鳥類、昆虫類等の移動経路として利用されている。 
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図 7-11-1 基盤環境区分図 
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表 7-11-4 基盤環境における主な生物種 

基盤環境 山地－樹林 農耕地・草地 水域 その他 

哺乳類 タヌキ、ニホンイノシ

シ、テン、ニホンザル、

ヒメネズミ、モグラ科の

一種、ニホンジカ、ノウ

サギ 

タヌキ、ニホンイノシ

シ、テン、ニホンザル、

ヒメネズミ、アカネズ

ミ、モグラ科の一種、ニ

ホンジカ 

－ タヌキ、テン、ニ

ホンジカ 

鳥類 ハイタカ、サシバ、ハヤ

ブサ、フクロウ、ハシブ

トガラス、キジバト、コ

ゲラ、ヒヨドリ、シロハ

ラ、ホオジロ、エナガ、

オオルリ、ウグイス、サ

ンコウチョウ 

サシバ、ハシブトガラ

ス、シジュウカラ、ヒヨ

ドリ、スズメ、セグロセ

キレイ、カワラヒワ、ツ

バメ、ホオジロ 

セグロセキレイ、 

キセキレイ 

サシバ、ウグイ

ス、ヒヨドリ、ス

ズメ、ハシブトガ

ラス 

爬虫類 シマヘビ、マムシ、ジム

グリ、トガケ、カナヘビ 

シマヘビ、ヤマカガシ、

トカゲ、カナヘビ 
－ シマヘビ、トカ

ゲ、カナヘビ 

両生類 アマガエル、タゴガエ

ル、ヤマアカガエル、シ

ュレーゲルアオガエル、

イモリ 

アマガエル、ヤマアカガ

エル、トノサマガエル、

ツチガエル、シュレーゲ

ルアオガエル、イモリ 

－ アマガエル、イモ

リ 

昆虫類 ニシカワトンボ、ナツア

カネ、シオヤトンボ、ニ

ワハンミョウ、キイロス

ズメバチ、ヒゲシロス

ズ、ツヅレサセコオロ

ギ、ササキリ、ツクツク

ボウシ、ホシヒメヨコバ

イ、ハラアカモリヒラタ

ゴミムシ、アオバアリガ

タハネカクシ、ツマキチ

ョウ、キチョウ、アオス

ジアゲハ、ケンモンキリ

ガ、クマバチ、センチコ

ガネ 

オニヤンマ、シオヤトン

ボ、ナツアカネ、キイロ

スズメバチ、ニワハンミ

ョウ、ミツカドコオロ

ギ、ヒナバッタ、トノサ

マバッタ、ヒシバッタ、

ウスイロササキリ、ホシ

ササキリ、ヒメベッコウ

ハゴロモ、ツマキチョ

ウ、キチョウ、モンシロ

チョウ、アオスジアゲ

ハ、ツマグロオオヨコバ

イ、クマバチ、センチコ

ガネ、オオモモブトシデ

ムシ 

オニヤンマ、ミルンヤン

マ、ヘビトンボ、アメン

ボ、シマアメンボ、フタ

スジモンカゲロウ、シロ

ハラコカゲロウ、ウルマ

ーシマトビケラ、ニンギ

ョウトビケラ、ヤマトカ

ワゲラ 

ナツアカネ、アメ

ンボ、ニワハンミ

ョウ、トノサマバ

ッタ、ヒシバッ

タ、キチョウ、モ

ンシロチョウ、ツ

マグロオオヨコ

バイ、センチコガ

ネ 

魚類 － － タカハヤ、カワムツ、カ

ワヨシノボリ、ドジョウ 

－ 

底生動物 － － サワガニ、ニッポンヨコ

エビ、ミズムシ、オニヤ

ンマ、ウルマーシマトビ

ケラ、シロハラコカゲロ

ウ 

－ 

植物相 アカマツ、ソヨゴ、リョ

ウブ、コナラ、アベマキ、

アラカシ、アカシデ、ヤ

ブツバキ、ヒサカキ、ネ

ジキ、コバノミツバツツ

ジ、クマイチゴ、ビロー

ドイチゴ、コシダ、ウラ

ジロ、スギ、ヒノキ、モ

ウソウチク 

セリ、コナギ、カヤツリ

グサ、トキンソウ、スベ

リヒユ、ホトケノザ、オ

オイヌノフグリ、ヤハズ

エンドウ、カキドオシ、

カタバミ、ススキ、ネザ

サ、オニウシノケグサ、

メドハギ、ヨモギ、ヒメ

ジョオン 

ミゾソバ、藻類、植物プ

ランクトン 

カタバミ、コニシ

キソウ、ミドリハ

コベ、ヒメジョオ

ン、スギナ 

植生 高木林（コバノミツバツ

ツジ－アカマツ群落、ア

ベマキ－コナラ群落） 

植林地（スギ・ヒノキ植

林、モウソウチク林） 

低木林（伐採跡群落等） 

農耕地（水田、畑地） 

二次草地（ススキ群落、

ネザサ群落） 

人工草地等 

開放水面（河川、調整池） 埋立地、住宅地、

道路 
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陸上植物 

コバノミツバツツジ-アカマツ群落、アベマキ-コナラ群落、

スギ･ヒノキ植林、竹林、水田、畑地、ススキ草地等 

開放水面 

水生植物、藻類、

植物プランクトン 

生
産
者 

哺乳類：雑食 

タヌキ、テン、 

ニホンイノシシ 

鳥類：動物食 

ハイタカ、サシバ 

ハヤブサ、フクロウ 

哺乳類：植物食 

ニホンジカ 

爬虫類：動物食 

シマヘビ、マムシ

鳥類：雑食 

セグロセキレイ 

キセキレイ 

鳥類：雑食

キジバト

ヒヨドリ

ホオジロ

スズメ 

鳥類：動物食

シロハラ

エナガ 

オオルリ

ツバメ 

哺乳類：雑食 

アカネズミ 

ヒメネズミ 

モグラ類 

爬虫類・両生類：動物食

カナヘビ 

アマガエル 

タゴガエル 

シュレーゲルアオガエル

三
次
消
費
者 

二
次
消
費
者 

一
次
消
費
者 

魚類 

タカハヤ、カワムツ、カワヨシノボリ 

水域 

甲殻類 

サワガニ 

甲殻類 

ニッポンヨコエビ 

ミズムシ 

トビケラ類幼虫 

ウルマーシマトビケラ

カゲロウ類幼虫 

シロハラコカゲロウ

水生昆虫類

トンボ類幼虫 

オニヤンマ 

アメンボ類幼虫 

アメンボ 

分
解
者 

枯れ木、朽ち木、

落ち葉、腐葉 
動物死骸、糞

菌類、細菌類等 

有機物、無機物 

図 7-11-2 動植物調査範囲における食物連鎖模式図 

トンボ類 

シオヤトンボ

ナツアカネ 

オニヤンマ 

ハチ類 

キイロスズメバチ 

甲虫類 

ニワハンミョウ 

昆虫類：動物食

昆虫類：糞食

センチコガネ
昆虫類：腐食 

オオモモブトシデムシ

バッタ類 

トノサマバッタ 

ヒナバッタ 

ホシササキリ 

ミツカドコオロギ 

チョウ類 

ツマキチョウ 

モンシロチョウ

ハチ類 

クマバチ 

昆虫類：植物食

基
盤
環
境 

山地－樹林、農耕地・草地、その他 水域（河川、調整池） 
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（3）地域を特徴づける生態系の注目種 

注目種は、｢上位性｣、｢典型性｣、｢特殊性｣の視点から整理を行い、表 7-11-5 に示すと

おり抽出した。 

上位性種のうち哺乳類では動植物調査範囲内で最も広く分布する山地－樹林を生息基

盤とするテンが挙げられ、本種は雑食性であることから、調査範囲内における広範囲な

食物を餌としていると考えられる。鳥類では動植物調査範囲の広い区域を生息基盤とし

ているサシバ、ハヤブサ、フクロウが挙げられ、鳥類、哺乳類、両生・爬虫類、昆虫類

などの動物を餌としていると考えられる。 

典型性種のうち哺乳類では主に山地－樹林を生息基盤とする雑食性のタヌキ、草食性

のニホンジカ、鳥類では陸域を主な生息基盤とする雑食性のキジバト、ヒヨドリ、ホオ

ジロ、両生類・爬虫類では動物食で渓流域を主な生息基盤とするタゴガエル、農耕地周

辺を主な生息基盤とするシュレーゲルアオガエル、餌となるカエル類が多く生息してい

た農耕地及び渓流域で確認されたシマヘビ、昆虫類では主に農耕地およびその周辺で飛

翔、吸蜜していたモンシロチョウ、植物では動植物調査範囲内の山地－樹林で広く分布

していたコバノミツバツツジ－アカマツ群落、アベマキ－コナラ群落が挙げられる。 

このうち、上位性種では動植物調査範囲外で繁殖が確認され、範囲内においても飛翔

等が確認されたサシバ、典型性種では動物調査範囲内の最も広い基盤環境である山地－

樹林において広く分布していたコバノミツバツツジ－アカマツ群落、アベマキ－コナラ

群落を予測対象項目とした。 

なお、特殊性については、該当する種及び環境が事業計画地周辺において存在しない

ため、除外することとした。 

 

表 7-11-5 注目種の抽出 

動物 
項目 

哺乳類 鳥類 両生類･爬虫類 昆虫類 
植物 

上
位
性 

･生態系を形成する

生物群集において栄

養段階の上位に位置

す る 種 を対 象 と し

た。 

･ﾃﾝ 

等 

･ｻｼﾊﾞ 

･ﾊﾔﾌﾞｻ 

･ﾌｸﾛｳ 

等 
― ― ― 

典
型
性 

･生態系の特徴を典

型的に表す種を対象

とした。具体的には

動植物調査範囲及び

その周辺に優占する

動植物種・群落、個

体数が多い動物種等

があたる。 

･ﾀﾇｷ 

･ﾆﾎﾝｼﾞｶ 

等 

･ｷｼﾞﾊﾞﾄ

･ﾋﾖﾄﾞﾘ 

･ﾎｵｼﾞﾛ 

等 

･ﾀｺﾞｶﾞｴﾙ 

･ｼｭﾚｰｹﾞﾙｱｵｶﾞｴﾙ

･ｼﾏﾍﾋﾞ 

等 

ﾓﾝｼﾛﾁｮｳ 

等 

･ｺﾊﾞﾉﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ

-ｱｶﾏﾂ群落 

･ ｱ ﾍ ﾞ ﾏ ｷ - ｺ ﾅ ﾗ群

落 

等 

特
殊
性 

･特殊な環境要素や

特異な場に生息・生

育が強く規定される

種･群集を対象とし

た。 

― ― ― ― ― 

注）太文字は予測を実施した種を示す。 
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7.11.3 予測及び評価 

生態系の予測手法の概要は、表 7-11-6 に示すとおりである。 

 

表 7-11-6 生態系の予測手法の概要 

内   容 予測事項 予測地域 予測時期 予測方法 

工事の実施 造 成 等 の

施 工 に よ

る 一 時 的

な影響 

工事による影響

が最大となる時

期 

存在･供用 最 終 処 分

場の存在 

動植物の生息 ･

生育環境の変化

が生態系に与え

る影響 

事業計画地及

び周辺地域 

埋立期間中 

現況調査結果等

に基づく予測 

 

（1）予測及び評価の手順 

①予測対象 

現地における動植物の調査結果から、事業計画地及びその周辺地域を特徴づける生

態系について、上位性、典型性及び特殊性の観点から注目種を選定し、そのうち生息･

生育環境の影響を受ける可能性が高いものについて予測・評価することにした。 

 

②予測方法 

生態系の予測及び評価の手順については図 7-11-3 に示すとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7-11-3 生態系の予測及び評価のフロー図 

注目種等の現況について把握

事業計画地 予測項目の選定 

評価 
ミティゲーション（回避・低減）が適
正になされているかを評価する。 

工事の実施 
予測事項 
・地域を特徴づける生態系の基盤環境の変化 

・注目種に代表される生態系の構成種等の変化

影響が小さい又はある 影響がない又は
きわめて小さい

影響が小さい又はある

環境保全措置の検討 環境保全措置の検討 

存在・供用 
予測事項 
・地域を特徴づける生態系の基盤環境の変化 

・注目種に代表される生態系の構成種等の変化

注目種等の生息・生育環境の変化に伴う生態系の質的変化の把握 

影響がない又は
きわめて小さい
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（2）予測 

表 7-11-5 に示す注目種のうち、事業計画地及びその周辺を代表する上位性としてサシ

バ、典型性としてコバノミツバツツジ－アカマツ群落、アベマキ－コナラ群落に関わる

生態系の影響について予測した。 

 

①予測項目 

上位性のサシバ、典型性のコバノミツバツツジ－アカマツ群落、アベマキ－コナラ群

落の現況は表 7-11-7(1),(2)に示すとおりである。 

 

表 7-11-7（1） 注目種等の現況 

予測項目 注目種等の現況 

上
位
性 

サシバ 

・生態的特徴 

サシバは二次林と耕作地等で構成される環境に生息する代表種であり、

山地－樹林、農耕地・草地等幅広い基盤環境を利用している。サシバは

主に待ち伏せ型の狩りを行い、止まり木にとまって探餌した後に捕獲す

るという行動パターンをとるため、止まり木がある樹林とある程度見渡

しが効く農耕地等の開けた環境が必要である。 

・生息状況 

現地調査では通過個体を多く確認したが、春季に餌探しと思われるとま

りを桧山地区において 2 箇所、夏季に赤羽根地区において 1 箇所で確認し

た。このことから、事業計画地周辺は、出現頻度こそ少ないが、繁殖期に

おける狩場として利用されていると考えられる。 

・動植物調査範囲における生息環境 

サシバの餌となる動物のうち、現地調査により分布が明らかとなった

両生類、爬虫類、哺乳類、昆虫類の分布図と事業計画地及びその周辺に

出現したサシバの飛翔ルート図及び基盤環境を重ね合わせて図 7-11-4 に

示した。 

その結果、サシバは主に山地－樹林、農耕地・草地に分布し、個体数が

多いカエル類、そのカエル類を餌とするヘビ類を主な餌動物として利用し

ていると推察される。 

・サシバを中心とした基盤環境及び構成種 

 サシバは基盤環境の広い地域を狩場として利用している。また、山地

－樹林はサシバに止まり木、カエル類、ヘビ類の生息環境を提供し、農

耕地・草地は多くのカエル類、ヘビ類の生息環境を提供している。 
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表 7-11-7（2） 注目種等の現況 

予測項目 注目種等の現況 

典
型
性 

コバノミツバ

ツツジ－アカ

マツ群落 

アベマキ－コ

ナラ群落 

・生態的特徴 

コバノミツバツツジ－アカマツ群落 

県内を代表する常緑針葉樹二次林であり、雨の少ない瀬戸内海気候、

土壌の乾燥、過度の伐採等自然要因及び人為的な要因を反映し、県内で

は沿岸から内陸部の丘陵地にかけて広い範囲に分布している。 

アベマキ－コナラ群落 

県内では内陸地の高位丘陵面や低山帯の夏緑二次林として広く分布

している。 

・分布状況 

コバノミツバツツジ－アカマツ群落 

動植物調査範囲では主に尾根部から斜面上部にかけて分布している。

アベマキ－コナラ群落 

動植物調査範囲では広い範囲で確認され、主に尾根部から谷部にかけ

て分布している。 

下記に動植物調査範囲における各群落の面積及びその割合を示す。 

群落名 
動植物調査範囲に

おける面積（ha） 

動植物調査範囲

における割合

（%） 

コバノミツバツツジ－アカマツ群落 91.5 33.4 

コナラ－アベマキ群落 56.6 20.7 

注）動植物調査範囲は 273.9ha である。 

 両群落の動植物調査範囲における割合は合計すると 54.1％を占め、こ

の調査範囲を代表する群落であることがいえる。 

・調査地における生育環境 

 両群落は比較的斜面がなだらかな中起伏山地に発達した植生であり、

本来薪炭林や農用林として利用されていたことから人為的な影響を強

く受けた植生である。しかし、薪、炭等の需要の低下、肥料や家畜用の

餌としての需要がなくなったことから、放置状態となっており、林内は

台風や大雨による倒木が目立っていた。また、動植物調査範囲にはニホ

ンジカが多く生息しており、林内の下層植生が 5％程度と低い状態であ

った。 

・両群落を中心とした基盤環境及び構成種 

 基盤環境としては両群落ともに山地－樹林の高木林として区分され

た環境であり、多くの動植物種の生息・生育環境となっている。 
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図 7-11-4 基盤環境におけるサシバ 

及びその餌動物の分布状況
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②工事の実施 

上位性及び典型性の予測結果は表 7-11-8～表 7-11-9 に示すとおりである。 

なお、上位性のサシバについては、止まり場所からの視野範囲を求め、その範囲を狩

場領域とし、動植物調査範囲で多く確認した餌動物のカエル類、ヘビ類の分布とともに

餌動物が主に分布している山地－樹林、農耕地・草地の基盤環境を抽出した。 

 

表 7-11-8 予測結果（上位性：サシバ） 

分 布 と 事

業 計 画 の

重 ね 合 わ

せ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生 態 系 の

質的変化 

・生態系の基盤環境の変化 

事業計画の実施によりサシバの狩場環境である山地－樹林の一部を消失または改変することに

なる。 

・生態系の構成種等の変化  

事業計画の実施により山地－樹林に生息する餌動物のカエル類、ヘビ類等の生息環境の一部を

消失または改変することになる。また、建設機械の稼動に伴って発生する騒音によって事業計画

地及びその周辺が一時的に利用されなくなる。 

予測結果 

・狩場環境の消失又は改変 

 工事の実施によりサシバの狩場環境である山地－樹林の一部を消失又は改変することになる

が、確認されたサシバの狩場領域は止まり木からの視野範囲及び餌動物の分布等から農耕地・草

地を含む領域が主な狩場となっていることが考えられる。改変区域（計画）内にはそのような環

境が認められないため、サシバの生息基盤である狩場環境の質的変化は小さい。また、狩場環境

の整備という観点から事業計画地内における植栽可能な場所には可能な限り木本類を含めた在来

種による緑化を施すことにより、サシバの狩場環境に与える影響は小さいと予測される。 

・餌動物の生息環境の消失又は改変 

 工事の実施によりサシバの餌動物であるカエル類、ヘビ類等の生息環境の一部を消失又は改変

することになるが、消失する生息環境すなわち改変区域（計画）の面積は小さく、改変区域外に

は広く連続した生息地が残されるため、餌動物の生息環境の質的変化は小さい。また、餌動物の

生息環境の整備という観点から事業計画地内における植栽可能な場所には可能な限り木本類を含

めた在来種による緑化を施すため、餌動物の生息環境に与える影響は小さいと予測される。 

・建設機械の稼動に伴って発生する騒音 

 改変区域の掘削は発破等を使用せず、重機による掘削を行い、可能な限り低騒音型の工法を取

り入れ、騒音に対して配慮することから、サシバ及びその狩場環境に与える影響は小さいと予測

される。 

とまり場所からの

視野範囲は色の濃

い部分である。 
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表 7-11-9 予測結果（典型性：ｺﾊﾞﾉﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ-ｱｶﾏﾂ群落、ｱﾍﾞﾏｷ-ｺﾅﾗ群落） 

分 布 と 事

業 計 画 の

重 ね 合 わ

せ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生 態 系 の

質的変化 

・生態系の基盤環境の変化 

事業計画の実施により山地－樹林に分布するコバノミツバツツジ－アカマツ群落、アベマキ－

コナラ群落の一部を消失または改変することになる。 

・生態系の構成種等の変化 

事業計画の実施によりコバノミツバツツジ－アカマツ群落、アベマキ－コナラ群落に生息・生

育する動植物の生息・生育環境の一部を消失または改変することになる。 

予測結果 

・生育環境の消失又は改変 

 工事の実施によりコバノミツバツツジ－アカマツ群落、アベマキ－コナラ群落の一部を消失ま

たは改変することになるが、両群落は動植物調査範囲における代表的な群落であり、周辺の山林

にも広く連続して残存するため、生育環境の質的変化は小さい。また、生育環境の整備という観

点から事業計画地内における植栽可能な場所には可能な限り両群落に生育する木本類を含めた在

来種による緑化を施し、残存した群落との連続性を保つように努めることから、コバノミツバツ

ツジ－アカマツ群落、アベマキ－コナラ群落の生育環境に与える影響は小さいと予測される。 

・動植物種の生息・生育環境の消失又は改変 

 工事の実施により両群落に生息・生育する動植物種の生息・生育環境の一部を消失又は改変す

ることになるが、消失する生息・生育環境すなわち改変区域（計画）の面積は小さく、改変区域

外には広く連続した生息・生育環境が残される。また、工事の実施により影響を及ぼす重要種等

については「7.9 動物」、「7.10 植物」と同様に、事業者は環境保全措置を実施することから、両

群落に生息・生育する動植物種の生息・生育環境の質的変化は小さい。また、動植物種の生息・

生育環境の整備という観点から事業計画地内における植栽可能な場所には可能な限り両群落に生

育する木本類を含めた在来種による緑化を施すことからコバノミツバツツジ－アカマツ群落、ア

ベマキ－コナラ群落に生息・生育する動植物種の生息・生育環境に与える影響は小さいと予測さ

れる。 
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③存在・供用 

上位性及び典型性の予測結果は表 7-11-10～表 7-11-11 に示すとおりである。 

なお、上位性のサシバについては、止まり場所からの視野範囲を求め、その範囲を狩

場領域とし、動植物調査範囲で多く確認した餌動物のカエル類、ヘビ類の分布とともに

餌動物が主に分布している山地－樹林、農耕地・草地の基盤環境を抽出した。 

 

表 7-11-10 予測結果（上位性：サシバ） 

分 布 と 事

業 計 画 の

重 ね 合 わ

せ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生 態 系 の

質的変化 

・生態系の基盤環境の変化 

事業計画の実施によりサシバの狩場環境である山地－樹林の一部を消失または改変することに

なる。 

・生態系の構成種等の変化 

事業計画の実施により山地－樹林に生息する餌動物のカエル類、ヘビ類等の生息環境の一部を

消失または改変することになる。 

予測結果 

・狩場環境の消失又は改変 

 当該処分場の存在・供用によりサシバの狩場環境である山地－樹林の一部を消失又は改変する

ことになるが、確認されたサシバの狩場領域は止まり木からの視野範囲及び餌動物の分布等から

農耕地・草地含む領域が主な狩場となっていることが考えられる。改変区域（計画）内にはその

ような環境が認められないため、サシバの生息基盤である狩場環境の質的変化は小さい。また、

狩場環境の整備という観点から事業計画地内における植栽可能な場所には可能な限り木本類を含

めた在来種による緑化を施すことから、サシバの狩場環境に与える影響は小さいと予測される。

・餌動物の生息環境の消失又は改変 

 処分場の存在・供用によりサシバの餌動物であるカエル類、ヘビ類等の生息環境の一部を消失

又は改変することになるが、消失する生息環境すなわち改変区域（計画）の面積は小さく、改変

区域外には広く連続した生息地が残されるため、餌動物の生息環境の質的変化は小さい。また、

餌動物の生息環境の整備という観点から事業計画地内における植栽可能な場所には可能な限り木

本類を含めた在来種による緑化を施すため、餌動物の生息環境に与える影響は小さいと予測され

る。 

 

とまり場所からの

視野範囲は色の濃

い部分である。 
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表 7-11-11 予測結果（典型性：ｺﾊﾞﾉﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ-ｱｶﾏﾂ群落、ｱﾍﾞﾏｷ-ｺﾅﾗ群落） 

分 布 と 事

業 計 画 の

重 ね 合 わ

せ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生 態 系 の

質的変化 

・生態系の基盤環境の変化 

事業計画の実施により山地－樹林に分布するコバノミツバツツジ－アカマツ群落、アベマキ－

コナラ群落の一部を消失または改変することになる。 

・生態系の構成種等の変化 

事業計画の実施によりコバノミツバツツジ－アカマツ群落、アベマキ－コナラ群落に生息・生

育する動植物の生息・生育環境の一部を消失または改変することになる。 

予測結果 

・生育環境の消失又は改変 

 処分場の存在・供用によりコバノミツバツツジ－アカマツ群落、アベマキ－コナラ群落の一部

を消失または改変することになるが、両群落は動植物調査範囲における代表的な群落であり、周

辺の山林にも広く連続して残存するため、生育環境の質的変化は小さい。また、生育環境の整備

という観点から事業計画地内における植栽可能な場所には可能な限り両群落に生育する木本類を

含めた在来種による緑化を施し、残存した群落との連続性を保つように努めることから、コバノ

ミツバツツジ－アカマツ群落、アベマキ－コナラ群落の生育環境に与える影響は小さいと予測さ

れる。 

・動植物種の生息・生育環境の消失又は改変 

 処分場の存在・供用により両群落に生息・生育する動植物種の生息・生育環境の一部を消失又

は改変することになるが、消失する生息・生育環境すなわち改変区域（計画）の面積は小さく、

改変区域外には広く連続した生息・生育環境が残される。また、処分場の存在・供用により影響

を及ぼす重要種等については「7.9 動物」、「7.10 植物」と同様に、事業者は、環境保全措置を実

施することから、両群落に生息・生育する動植物種の生息・生育環境の質的変化は小さい。また、

動植物種の生息・生育環境の整備という観点から事業計画地内における植栽可能な場所には可能

な限り両群落に生育する木本類を含めた在来種による緑化を施すことからコバノミツバツツジ－

アカマツ群落、アベマキ－コナラ群落に生息・生育する動植物種の生息・生育環境に与える影響

は小さいと予測される。 
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（3）環境保全措置の検討 

予測の結果を踏まえ、工事の実施及び存在・供用に関わる環境保全措置の検討を行っ

た結果は表 7-11-12 に示すとおりである。 

 

表 7-11-12 環境保全措置の検討結果 

 影響内容 環境保全措置 効果 対象種・群落 

狩場環境、生息・

生育環境の消失

又は改変 

事業者は、植栽可能な場所に可

能な限り木本類を含めた在来種

による緑化を施す。 

整備した環境が

対象種・群落の

生息・生育環境

として利用され

ることが期待で

きる。 

サシバ（上位性） 

ｺﾊﾞﾉﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ-ｱｶﾏﾂ群落、ｱ

ﾍﾞﾏｷ-ｺﾅﾗ群落（典型性） 

 工
事
の
実
施 

建設機械の稼動

に伴って発生す

る騒音 

事業者は、可能な限り低騒音

型の工法を取り入れ、騒音に

対して配慮する。 

従来の生息環境

が忌避されず、

継続して利用さ

れることが期待

できる。 

サシバ（上位性） 

 

存
在
・
供
用 

狩場環境、生息・

生育環境の消失

又は改変 

事業者は、植栽可能な場所に可

能な限り木本類を含めた在来種

による緑化を施す。 

整備した環境が

対象種・群落の

生息・生育環境

として利用され

ることが期待で

きる。 

サシバ（上位性） 

ｺﾊﾞﾉﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ-ｱｶﾏﾂ群落、ｱ

ﾍﾞﾏｷ-ｺﾅﾗ群落（典型性） 

 

注）環境保全措置の実施に伴い生じるおそれのある新たな環境影響はないと考えられる。 

 

（4）評価 

環境保全措置を実施することから、本事業による影響が回避・低減されているかを評

価した結果は表 7-11-13 に示すとおりである。 

 

表 7-11-13 評価結果 

上位性 本事業が影響を及ぼすことになるサシバについて、事業者が環境保全措置を
実施することから、その生息環境の変化に伴う生態系に与える影響は小さくな
ると予測され、本事業に伴う上位性への影響は低減されると考えられる。 

典型性 本事業が影響を及ぼすことになるコバノミツバツツジ－アカマツ群落、アベ
マキ－コナラ群落について、事業者が環境保全措置を実施することから、その
生育環境の変化に伴う生態系に与える影響は小さくなると予測され、本事業に
伴う典型性への影響は低減されると考えられる。 
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